
 

国連ハイチ安定化ミッション 
United Nations Stabilization Mission in Haiti (MINUSTAH) 

         
設立年月２００４年６月        設立決議 安保理決議１５４２(２００４)  
                                 
展開場所 ハイチ               本部所在地 ポルトープランス（Port-au-Prince） 
 
事務総長特別代表 （代表代行）Edmond Mulet (グアテマラ) 
 
司令官 Major-General Floriano Peixoto Vieira Neto（ブラジル） 
 
警察部門長官 Mamadou Mountaga Diallo（ギニア） 
 
活動期限 ２０１０年 １０月１５日（ 安保理決議１８９２（２００９)） 
 
任務 （１）安全かつ安定的な環境の確保（武装解除・動員解除・社会復帰、警察・沿岸警備隊への支援

等） 
   （２）政治プロセス支援（地方選挙、議会選挙及び大統領選挙に関する支援等） 
      （３）人権（女性や児童の人権擁護に関し暫定政府や人権団体との協力、帰還民・避難民の人権状

況を監督するためＵＮＨＣＲと協力等) 
 
経緯・背景 
１．経緯  
（１）２００４年２月以降、アリスティド大統領の追放を狙う武装勢力は中北部の主要都市の警察署を占

拠し、首都に進行する旨公言し、治安状況が急速に悪化。同月２９日、アリスティド大統領は出国し、
アレクサンドル暫定大統領が就任。 

（２）同日、安保理は暫定多国籍軍（ＭＩＦ）の即時展開を行う権限を与える内容の決議１５２９を採択。
同決議を受け、３千人強の暫定多国籍軍が展開。また、同決議は事務総長に対し、３ヶ月以内に展開
する後続の国連安定化部隊の規模、構成及び任務等に関する勧告の提出を要請した。 

（３）３月１２日、ラトルチュ元外相が暫定首相に就任し、同月１７日に暫定内閣を組織した。 
（４）４月２０日、事務総長報告が発表され、多目的のマンデートを有する国連ハイチ安定化ミッション

(ＭＩＮＵＳＴＡＨ)を当初２４ヶ月間設立するよう提言した。 
 
２．ＭＩＮＵＳＴＡＨの設立 
 ２００４年４月２０日の事務総長報告を受け、同月３０日に安保理決議１５４２が採択され同年６月１

日、暫定多国籍軍（ＭＩＦ）の権限を引き継ぐ国連ハイチ安定化ミッションが設立された。 
 
３．近況 
（１）２００６年２月の大統領選挙において、ルネ・プレヴァルが当選し、５月に就任。同年６月にアレ

クシー新内閣（連立）発足。安保理は選挙が平和的に実施されたことを歓迎するとともに、 新政府に
対してハイチ国家警察および司法制度の改革等を要請した（決議１７４３）。 

（２）２００８年４月、食料価格の高騰により大規模なデモが発生し、一時的に治安情勢が急速に悪化し
たが、ハイチ国家警察及びＭＩＮＵＳＴＡＨによる活動が奏功し、治安は回復傾向にある。０９年１０
月、安保理はＭＩＮＵＳＴＡＨの活動期限を２０１０年１０月１５日まで延期することを決定した（決
議１８９２）。 

（３）２０１０年１月、１２日に発生した地震による被害を受け、安保理はＭＩＮＵＳＴＡＨの増員を決
めた（決議１９０８）。 
 

派遣規模（２００９年１１月３０日現在） 
 文民警察要員 ２０３４名  部隊要員 ７０３１名 
予算額 ６億１１７５万米ドル（２００９年～２０１０年ＰＫＯ予算） 

（同期間の日本のＰＫＯ分担率：１６．６２４％）  
要員派遣国（２００９年１１月３０日現在） 
 ブラジル、ネパール、ウルグアイ、ヨルダン、スリランカ等４７カ国。 
犠牲者数（２０１０年１月１３日の地震による者を除く） 
 ５７名 （軍事要員３７名、警察要員７名、文民要員１３名） 


